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  第１回農産部門強化クリニック報告  
平成２１年５月２６日（火）～２７日（水）

の２日間、埼玉県川口駅周辺（マルエツ、ザ・

プライス、コモディ・イイダ、ＩＹアリオ、ヨ

ークマートフードセントラル）からスタートし

Ａコープ入間のある埼玉入間・狭山地区（ベル

ク、ヤオコー、アルプス、ヨークマート、イオ

ン）を結ぶ路線の優良店舗（ヤオコー南古谷、

サミット）を視察する第１回農産部門強化クリ

ニックを実施しました。目的は多くの良い売場

を見て参考になる販売手法を学び取る事です。

立地、客層の違いにより同じ企業でも店舗の売

場対応に大きな違いが出ます。それは、価格比

較でもよくわかります（価格調査グラフ一例参

照）。同じ野菜なのに産地、品質、売り方によ

り価格設定が変わります。ＳＭは、便利さ、き

れいさ、鮮度・品揃えの優位さ盾にＤＳに（業

態が違うからということで）価格差を歴然とさ

せておくわけには行きません。ＳＭだって重点

商品で価格対抗はできるし、自社のＭＤ力を活

かし得意とするカテゴリーのアイテム強化や

コーナー展開で品揃えの深さを強調すること

ができるはずです。最初に視察したマルエツで

は、キッチンコーナーを筆頭に随所に見える化

のコーナー展開を仕掛け、お客さまに対し、買

物・商品提案はもちろん買物の楽しさも提供し

ていました。そのマルエツをスタートにＡコー

プ入間店を含み１３店舗を視察、それぞれの店

舗が企業の戦略に従い独自のＭＤを展開して

いました。大胆なばら売りは、いまや安さと値

ごろを演出する上では、欠かせない販促手法で

す。特にザ・プライス（ＩＹのＤＳ業態）やイ

オンの均一セールにおける広さを活かした大

胆なばら売り展開は、お客さまへのアピールは

抜群です。 一つの平台の中心にコアの演出物

（人形、箱物を行き）を置き、ビジュアルな演

出と平台の４面から取れる広さを活かしたＩ

Ｙ の 平 台

活 用 も 目

に 付 き ま

した。棚割

り に お い

ては、ヨー

ク マ ー ト

（フードセントラル）の冷ケース定番売場での

４尺全面ネギの縦割り（長ねぎ１本、２本、３

本、１束、

千寿ねぎ、

わけぎ）、や

菌茸類の縦

割りに目が

引かれまし

た。ヤオコ



ーの南古谷店では、入口入ってすぐの柱まわり

は正面全面トマトを陳列し演出がしてあり、水

熟トマトの浮き沈み「美味しいトマトは沈みま

す」の水槽実験の演出が目を引き、お客さまの

目線を奪います。トマトの売り込みの意気込み

を演出からも感じました。今回の視察先でも使

い勝手の良い平台や什器が目立ちます。定番ケ

ースには、ステップボードをつかい、壁面冷ケ

ースでも簡単にボリュームが出せます。こうし

た什器の活用は、Ａコープでも是非活用してほ

しいものです。いまどきは、何処のスーパーで

もつかっている什器なので見栄えとして自店

の特徴が出せなくなっていることは事実です

が演出の仕方、商品の選択、プレゼン企画の仕

方、いかようにも使いこなせば差別化は十分に

出来きます。それに、計画さえすれば誰にでも

（パートさんでも）効率よく陳列作業ができる

というのが一番の効果です。 
目を引いた入間店の農産売場  ２６日（火）

の視察時は通常の平台展開、それが２７日（水）

にはＡコープ入間店の水曜企画９９円均一セ

ールと水曜市が開催され、農産部門では９８円

均一（５２アイテム）セールが地域でも人気の

企画になっています。農産部門の通常の売上は

７０～８０万ですが、この企画を実施すると一

気に１２０～１３０万の売上高になり、宮岡チ

ーフ自慢の企画で、今回の講習会の参加者にも

大いに参考になったはずです。アイテムが多い

こと。平台の高さは、低くおさえ（コンテナや

発泡、ケースを活用、幅９０ｃｍ長さ１５ｍの

平台にして展開）。このように売場がガラッと

変わることは、毎日来店される固定客にも改め

て購買意欲をそそり、販促効果が十分に得られ

ます。均一活用は、多アイテムでの実施（５０

アイテム以上）と、売場を一新する大胆な展開

により地域の人気企画にできます。 玉ねぎ、

じゃがいもの拡販 じゃがいも、玉ねぎは利益

商品なので値入を落した販促に対しては、担当

者は一考してしまいます。しかし、藤井講師い

わく「野菜で一番良く使い使うのは玉ねぎで

す」。この玉ねぎをもっと拡販することでお客

さまの支持を得ることができる。仕入れの時に

品質も十分に吟味し、商品を拡販することで原

価の交渉ももっとできるはず。今後売上、利益

を伸ばす一つの策としてＡコープでも玉ねぎ、

じゃがいもの販促強化をすることを提案して

いました。今回の農産のクリニックでは店舗を

多く見ることで目を肥やし、良いものを取り入

れる機会を作りま

した。２日間の行

程であわただしく

店舗視察を実施し

たが確実に脳裏に

残る売場があった

はずです。よい売場をみて自店の売場の改善に

つなげることは農産部門の担当者にとっては

欠かせない学習方法です。     （杉田）

講習会案内 

７月の講習会 
講習会名 ： 第１回中堅職員養成講習会 

 場  所 ： 神奈川県 全農営農・技術センター   
 開催期間 ： 平成２１年７月７日（火）～８日（金）２日間 
申込締切日： 平成２１年６月３０日（火） 
講習会名 ： 第３５・３６回店舗職員資格認証（中級）講習会 

 場  所 ： 神奈川県  全農営農技術センター、滋賀県 アグリティ滋賀   
 開催期間 ： 平成２１年７月１４日（火）～１５日（水）２日間 
申込締切日： 平成２１年６月３０日（火） 
講習会名 ： 第３７回店舗職員資格認証（中級）講習会 

 場  所 ： 福岡県 ＪＡ福岡教育センター    
 開催期間 ： 平成２１年７月２２日（火）～２３日（水）２日間 
申込締切日： 平成２１年７月８日（水） 

問題解決に役立つコミュニケ

ーション能力の学習です。 



 


